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　2018 年度研究基盤図書で購入した「子どもの教育と教
育絵本コレクション（全 8 点）」（西宮聖和キャンパス図書
館所蔵）は、ペスタロッチーの『ゲルトル トーはいかにその
子を教えるか』（1801）初版本の他、19 世紀初頭から 20
世紀初頭にかけて、家庭や教育の場で親しまれた絵本を
集めたものである。
　これらの絵本は単に子どもが楽しむ絵本としてだけでは
なく、幼児教育や教育の歴史を読み解く上で貴重な資料
である。つまり、幼児を教育の対象として観るようになった
「近代的子ども観」への変遷を、これらの絵本の中に読み
取ることができるのである。
　まず、コレクションの内容を概観してみよう。
　
ペスタロッチ 『ーゲルトルートはいかにその子を教え
るか ―わが子を自分で育てようとする母親に、手紙
の形で手引きを与えようとするひとつの試みー』ベル
ン・チューリヒ、ハインリッヒ・ゲスナー出版、1801
年（ 初 版 ）（PESTALOZZI, Johann Heinrich, Wie 
Gertrud ihre Kinder lehrt, ein Versuch den 
Müttern Anleitung zu geben, ihre Kinder selbst 
zu unterrichten, in Briefen.  Bern & Zürich : 
Heinrich Gessner, 1801）
　この本はペスタロッチ （ー1746-1827）が、自らのメトーデ
（教育方法）の体系化の試みをまとめたものであり、この著
作によってペスタロッチーはヨーロッパで名声を博すること
になった。本書は、友人ゲスナーに宛てた 14 編の手紙の
形式をとっており、390 ページに及んでいる。
　本書は、この書に先行して出版され、ヨーロッパ中
で人気を博した連載小説『リーンハルトとゲルトルート』
（Lienhard und Gertrud , 第 1 部 1781、2 部 1783、3 部
1785、4 部 1787）で具象化された聡明な母親像ゲルトルー
トによる基礎陶冶の理念が理論化されたものである。基
礎陶冶の中心は家庭生活であり、母親を中心とした「居間
の教育」（Wohnstubenerziehung）によって子どもたちは身
近な家族への愛を感じ、成長とともに社会や隣人への愛を
感じるようになり、そしてやがて世界や人類への愛と広がっ
ていくのである。
　ペスタロッチーの幼児教育学的貢献として、母親を居間
の中心に据え、子どもの教育における母親の重要性を説い
たことにある。ルソーの母性愛をさらに発展させたペスタ
ロッチーの具体的な母親像は、その後フレーベルによって
神的にまで高められた母性論に引き継がれていくのである。
　
プジュ 『ー第二世代の本、または動物の自然史に関す
る面白い説明』パリ、ジエ・フィス出版ドゥブレイ宛、
1801 年（PUJOULX, Jean-Baptiste, Le Livre du 
Second Age, ou Instructions Amusantes sur 
l’histoire naturelle des animaux.  Paris : Chez 
DeBray, de l’Imprimerie de Gillé Fils, 1801）
　コメディ劇作家でもあったプジュ （ー1762-1821）が、最
初に手掛けた子ども向けの自然史教本である。題目の主題
として「第二世代の本」と大きく書かれているが、次ページ
に載せられた編集者の言葉として、この本は架空の話が書
　教育学部教授　オムリ　慶子
子どもの絵本から見えてくる
幼児教育の歴史
ペスタロッチ 『ーゲルトル トーはいかにその子を教えるか』
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かれた小説やおとぎ話ではなくメリットがあることと、印刷
物として適切な印字が選択されていることをあげており、こ
の意味で「第二世代の本」と強調しているように読める。
　しかし、この「第二世代の本」は、世界最初の挿絵付
き教科書であるコメニウス（Comenius, Johannes Amos, 
1592-1670）の『世界図 絵 』（Orbis Sensualium Pictus , 
1658）にとって代わる、新しい教科書としてのプジューの
自負を示しているようにも読める。『世界図絵』は、教科
書として 1700 年代後半までヨーロッパで広く使用され、
プジューと同世代のゲーテ（Goethe,  Johann Wolfgang 
von, 1749-1832）も『世界図絵』を懐かしく思い出してい
たことからも、プジューが『世界図絵』を意識していたこ
とも十分考えられるのではないだろうか。
　プジュー のこの教本は出版後すぐにベストセラーになり、フ
ランスやドイツで複写や再販された。第 1 部が「動物」四足
哺乳類であり、ここに人間を含めているのが興味深い。第 2
部は「鳥類」、第 3 部は「昆虫」が描かれ、それぞれの視覚
的特徴や特徴的な行動、生息地、そして人間にとっての有
用性について説明が書かれ、最後には動物名で検索できる
索引がついている。
　
パノラマ絵本『英語・フランス語読み方練習帳』出版
社・出版都市不明、1800 年代（Panorama Picture 
Book, Syllabaire Universel Français et Anglais. 
〔S.l.〕 : 〔s.n.〕, 18--）
　コメニウスの『世界図絵』がもととなって発展した「読み
方練習帳」（syllabaire）や「ABC 読本」（abécédaire）は、
1700 年代後半にヨーロッパで飛躍的な進歩を遂げ、1800
年代にはカラーのイラストが加わり、学校教育の最初の教
育ツールとなっていった。この絵本は長さ約 180 ㎝の折り
畳み式のパノラマ形式になっており、物の名称がフランス
語と英語の二か国語で書かれた、当時にしては珍しいもの
のようである。ここに描かれた絵は、日用品の他、動物や
植物、楽器などがあり当時の生活を偲ばせる。
グリム兄弟『子どもと家庭のメルヘン集』第 3 巻 増補
改訂第2版、ベルリン、ライマー出版、1822年（GRIMM 
Brüder, Kinder- und Haus-Märchen.  Gesammelt 
durch die Brüder Grimm, Bd. 3, 2. vermehrte 
und verbesserte Aufl. Berlin : Reimer, 1822）
　この第 3 巻は、グリム兄弟がドイツに流布していた民話
を採集した最初のメルヘン集『子どもと家庭のメルヘン集』
第 1 巻（1812 年）と第 2 巻（1815 年）への批判（粗野な口
承体であること、内容が子ども向きではないこと）を受け、
物語から攻撃性や性的描写を除き、文体を物語風にした
ものである。この意味において第 3 巻は、口承伝承から
創作童話に近づいたものと考えられている。この本は片手
に収まるような小さなサイズであり、そこには挿絵が一切な
く、全 441 ページに及ぶボリュームである。前半はグリム
兄弟が手直しをした民話で、カエルの王様または鉄のハイ
ンリッヒ、忠実なヨハネス、ラプンツェル、ヘンゼルとグレー
テル、赤ずきんなどのよく知られた童話が載せられている
が、物語によって4 ページに及ぶものから数行で終わるも
のまでさまざまであり、ランダムな印象を受ける。後半は
世界の民話が紹介されており、トップはイタリアのバジーレ
（Basile, Giambattista. 1575?-1632）による『ペンタメロー
ネ』（Pentamerone）に 100 ページが割かれており、ドイツ
でグリム兄弟が採集した民話の原形を読むことができる。
　この巻の最終ページにわずか 11 行で日本の民話が紹介
されており、美しい羽を持つ虫の恋物語であるが、簡略化
プジュ 『ー第二世代の本、または動物の自然史に関する面白い説明』
パノラマ絵本『英語・フランス語読み方練習帳』
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されていて題目も書かれていないためそれ以上のことは不
明である。
　
ホフマン『もじゃもじゃペーター、または 3-6 歳の
子どものための面白い物語と滑稽な絵』（第 100 版
記 念 版）第 170 版、フランクフルト・アム・マイン、
リュッテン・レーニング文学機関出版、1800 年代後
期（HOFFMANN, Heinrich, Der Struwwelpeter 
oder lustige Geschichten und drollige Bilder, 
für Kinder von 3-6 Jahren.  170. Auflage mit 
dem Jubiläumsblatt zur hundertsten Auflage. 
Frankfurt am Main : Literarische Anstalt von 
Rütten & Löning, late 1800s）
　本書は、1876 年に出版された「第 100 版記念版」の
170 版である。絵と言葉はすべて右ページにあり、片面印
刷となっている。
　この絵本は、医師であったホフマンが、自分の息子へ
のクリスマスプレゼントとして描いた物語がもとになってい
る。友人たちから出版を勧められ、1845 年に出版した初
版本の題目は『3-6 歳の子どものための面白い物語と滑稽
な絵』であったが、 1847 年以降、現在の『もじゃもじゃペー
ター、または 3-6 歳の子どものための面白い物語と滑稽な
絵』となった。
　絵本の内容は、髪の毛も爪も伸びっぱなしの男の子が皆
に嫌われる話、乱暴な男の子が犬にかまれる話、マッチで
火遊びをしていた女の子が焼け死ぬ話、黒人の子どもをか
らかった男の子たちが聖ニコラスにインク壺の中に漬けられ
て真っ黒になる話、指をしゃぶる癖のある男の子が親指を
切り落とされる話、スー プを飲まない男の子が餓死する話、
落ち着きのない男の子がテ ブールをひっくり返してしまう話、
空ばかり見ながら歩いている男の子が川に落ちる話、興味
半分に嵐の日に外に出かけた男の子が傘ごと飛ばされてし
まう話等があり、これらは子どもをしつけるための教訓的な
童話であるが、現代人の感覚から見ると残酷な話も含まれ
ている。
　
コッローディ（挿絵：マッザンティ）『ピノッキオの冒険　
－パペットの物語－』第2 版、フィレンツェ、フェリーチェ・
パッジ、1886 年（COLLODI, Carlo. / MAZZANTI, 
E.（illust.） Le Avventure di Pinocchio. Storia 
di un Burattino.  2a ed. Firenze : Felice Paggi, 
1886）
　イタリア統一（1861 年）後の国家・国民形成期に出版さ
れた児童書の一冊である。副題には「パペットの物語」と
あり、最初は「子ども向け新聞」（Giornale per i bambini）
に連載された。この物語は父の象徴としてのジェッペット
親方と、母あるいは良心の象徴としての妖精のもとで、粗
野で衝動的な子ども（パペット）が、勤勉で親孝行な子ど
も（人間）に生まれ変わる物語である。同時期に書かれた
デ・アミー チス（De Amicis, Edmondo. 1846-1908）の『ク
オーレ』（Cuore , 1886）と同様、イタリア国民としてどうあ
るべきかを、子どもの道徳的規範を通して描かれている。
コッローディと同じくフィレンツェ生まれのマッザンティが挿
絵を担当しているが、背景にサンタ・マリア・デル・フィオー
レのクーポラが描かれていたり、学校や教室の風景が描
かれていたりなど、当時のフィレンツェ市民の生活を垣間見
ることができる。
　
チゼック児童教育絵本 2 冊：ベルル『幸せな年』ウィ ンー
青年芸術絵本 1、ライプツィヒ、フェルディナンド・ハー
ス＆サン出版、1924 年　/　スタットルマイヤ 『ー私た
ちの喜ぶもの』ウィーン青年芸術絵本 2、ライプツィヒ、
チゼック児童教育絵本 ベルル『幸せな年』
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フェルディナンド・ハース＆サン出版、1924 年（CIZEK, 
Franz : BERL, Käthe. Ein Frohes Jahr. Wiener 
Jugendkunst-Bilderbücher 1. Leipzig : Ferdinand 
Hirt & Sohn, 1924.  STADLMAYER, Marie. Was 
uns Freut.  Wiener Jugendkunst-Bilderbücher 2. 
Leipzig : Ferdinand Hirt & Sohn, 1924.）
　チゼックは素朴な子どもの絵に芸術性を見出し、子ども
の美術活動を教育の中に位置づけた最初の教育者である。
この教育絵本は、チゼック（1865-1946）が編纂した児童
絵本シリ ズーの第 1 巻と第 2 巻である。ベルルとスタットル
マイヤーは、チゼックが開講していた青少年美術学校の生
徒であった。
　第 1 巻『幸せな年』は、1 月 /2 月、3 月 /4 月、5 月 /6 月、
7 月 /8 月、9 月 /10 月、11 月 /12 月と 2 か月ごとに、ペー
ジの右にはその月の季節の遊びや実りの収穫の様子のカラ
フルな美しい絵が描かれ、左ページにはその季節を表現し
た韻を踏んだ詩が書かれている。第 2 巻『私たちの喜ぶも
の』も季節ごとの子どもたちの遊びや生活の様子が 1 巻
とはまた違った趣のカラフルな色彩で右ページに描かれ、
左ページには右側の絵をあらわす韻を踏んだ詩が書かれて
いる。
　
　以上のようにコレクションの内容を概観してみると、1800
年代初頭の、『第二世代の本、または動物の自然史に関す
る面白い説明』や『英語、フランス語読み方練習帳』にあ
るように、子ども向けの絵本というより教本的な要素が強
い。これらには絵が描かれているが、絵を使って子どもた
ちを教育しようという意図があり、物語で楽しませようとい
う意図は見られない。
　さらにこれと同時期に出版された、グリム兄弟が採集し
た民話『子どもと家庭のメルヘン集』 第 1 巻（1812）と第 2
巻（1815）では内容が子ども向きではなかったが、第 3 巻
でも挿絵は入っておらず、もっぱら家庭で親などの大人ら
によって子どもに読み聞かせるもので、子どもたち自身が
読んで楽しむためのものではない。しかしながらこの第 3
巻では、残酷な描写と性的な描写を除いたことに、この時
期の子ども観の変化を見ることができる。つまり子どもを
かけがえのない存在と考え、保護すべき存在として見るよ
うになった「近代的子ども観」の誕生である。このことは、
1845 年初版本が発行された『もじゃもじゃペーター、また
は 3-6 歳の子どものための面白い物語と滑稽な絵』の残酷
性と合わせて検討することによって、1800 年代前半の大
人が子どもをどのようにとらえていたか、またどのように教
育すべきと考えていたかを知る一助になる。
　1800 年代後半になると、チゼックの児童教育絵本やコッ
ローディの『ピノッキオの冒険』に見られるように児童文学
というジャンルが誕生するが、『ピノッキオの冒険』と同時
期にイタリアで出版された『クオーレ』と同様に、悲願の
国家統一を果たしたイタリアが、ダゼリオ（D’Azeglio, M. 
1798-1866）の「我々はイタリアを創った。今やイタリア人を
創る時である」というスローガンのもとで、言語を統一し、
自らをイタリア人と自覚させていく国家政策の中に取り込ま
れ、国策に沿った教材として児童文学が利用されていく危
険性をも孕む可能性を示唆しているだろう。
　これらのことをペスタロッチーの『ゲルトル トーはいかに
その子を教えるか』（1801）と合わせて考えると、基礎陶
冶のメトーデは、良き母親像としてシンボル化されたゲルト
ル トー、そして母親を中心とした「居間の教育」としての家
庭教育は、幼児期の教育にとって大きな示唆を与えてくれ
る。それはコメニウスやルソーらが、乳幼児期の子どもに
とって母親の重要性を理念的に説いたものを、ペスタロッ
チーに至っては家庭の中心に母親を据え、ゲルトル トーと
いう理想の母親像を通して、母親を子どもにとって人生最
初の教育者として位置づけたことは、その後の幼児教育思
想に大きな影響を与えている。
　イヴェルドンのペスタロッチーに学んだフレーベルが、
幼稚園を創設し、女性に特化した幼稚園教師養成を行っ
たことはよく知られている。幼児教育思想の歴史は、女性
には教育の分野で何の価値も与えられず父親や男性教員
に光が当たっていた時代から、母親や女性教員が家庭や
幼児教育の主役となっていった歴史であるとともに、一方
では家庭における母親の役割の正当化や母性への賛美が、
イタリアやドイツでファシズムに利用され、現代社会におい
ては育児の結果を母親のみに帰す風潮にもつながった負の
側面であったことも忘れてはならない。
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